
歌手

加藤 登紀子
ノンフィクション作家

柳田 邦男
「無言館」館主・作家

窪島 誠一郎
学校法人千代田学園理事長

髙橋 保

パネリスト

※詳細は下記特設サイトを通じて発表してまいります。　
※行事・イベントはあくまで予定です。余儀なく変更されることがあります。

テーマ

「いのちをみつめて」
－こどもたちとあゆむ真の教育とは－

「いのちをみつめて」
－こどもたちとあゆむ真の教育とは－

大ホール
 10：30～

大ホール
 10：30～

参加費
無料
※要申込

参加ご希望の方は、特設サイトよりお申し込みいただきます
ようお願いいたします。※立食パーティーのみ有料   
◀特設サイトはこちら

大阪狭山市狭山1丁目875-1

学校法人千代田学園本部　〒586-8577　大阪府河内長野市楠町西1090　TEL：0721-55-2286（直通）お問合せ先

（大阪狭山市文化会館）
11月23日 祝

2020年 ちよだコンサー
ト

ぞう列車が

やってきた
大ホール 
13：00～

昨年の告知から日時と会場が変更されております。
お間違いないようご確認下さい。

千代田学園創立70周年を記念して、11月２３日SAYAKAホールにて記念式典を執り行います。
ゲストをお招きしてのパネルディスカッションや、現役の園児・学生、千代田学園ぞう列車合唱団による

発表など多彩なイベントを用意しています。

学校法人千代田学園

創立70周年記念式典 S I NCE 1950



歌手

加藤 登紀子
ノンフィクション作家

柳田 邦男

「無言館」館主・作家

窪島 誠一郎
学校法人千代田学園 理事長

髙橋 保

栃木県生まれ。
東京大学卒業後、NHK記者として社会問題の報道
に取り組んだのち、作家活動に入る。

「現代人のいのちとこころの危機」をテーマに半世紀にわたり
戦争、災害、事故、少年事件、病気などの問題についてノンフィ
クションの作品や評論を書き続けている。
主な作品は『マッハの恐怖』『空白の天気図』『がん回廊の朝』
など多数。主な受賞は、大宅壮一ノンフィクション賞。ノンフィク
ションジャンルの確立への貢献と『犠牲　わが息子・脳死の11日』
の執筆に対し菊池寛賞など。最近は、大人のこころの再生と子ど
ものこころの発達のために絵本の普及活動にも力を注いでいる。
最新著書『人生の1冊の絵本』『それでも人生にYesというた
めに JR福知山線事故15年の軌跡』が話題を呼んでいる。

1936年…
1960年…

1941（昭和16）年東京生まれ。無言館館主、作家。印刷工、
酒場経営などを経て、79（同54）年、長野県上田市に夭折画
家のデッサンを展示する「信濃デッサン館」を、97（平成9）年、
同館隣接地に戦没画学生慰霊美術館「無言館」を設立。
『父への手紙』『「明大前」物語』（筑摩書房）、『信濃デッサン
館日記I～Ⅳ』（平凡社）、『石榴（ざくろ）と銃』『鬼火の里』（集
英社）など著書多数。
第46回産経児童出版文化賞、第14回地方出版文化功労賞、
第13回ＮＨＫ地域放送文化賞を受賞。2005（平成17）年、
第53回菊池寛賞受賞。2016（平成28）年、平和活動にあた
えられる第１回澄和フューチャリスト賞を受賞。
2019年より千代田短期大学の特別招聘教授に迎えられる。

1946年 大阪生まれ。1970年堺市役所入職。生活保護担当。
精神障がい者が20数年の長期入院を強いられていることに疑問。
アパート退院を推進。精神医療の開放化に先鞭をつける。
32年間福祉部門に従事後、総務局長、教育長、副市長を歴
任し2009年10月退任。この間、地方自治体の本旨に則り福祉
や教育における市民的権利の拡充に努め、特別支援学校の
増設を始め環境整備などにも注力。
2010年、学校法人千代田学園法人本部長に就任。
2014年同法人理事長。いのちを見つめ、いのちに触れ、いのち
を育むことを志す人の集う学園づくりに邁進している。

記念パネルディスカッション パネリストプロフィール
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学校法人千代田学園本部　
〒586-8577　
大阪府河内長野市楠町西1090
TEL：0721-55-2286（直通）

お問合せ先

SAYAKAホール（大阪狭山市文化会館）
〒589-0005 大阪狭山市狭山1丁目875-1

大ホール コンベンションホール
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南海高野線「大阪狭山市」駅より徒歩3分
※駐車場に限りがありますので、電車・バスをご利用ください。

記念式典

パネルディスカッション

オープニング・
ぞう列車合唱団発表

短大生
高校生 
園児

による発表

立食パーティー
(参加費 2000円)

1965年 歌手デビュー。「ひとり寝の子守唄」「百万本のバラ」
などヒット曲がある。'92年フランス政府より「シュバリエ」受章。
女優として『居酒屋兆治』（1983年）に出演。宮崎駿監督のアニ
メ映画『紅の豚』（1992年）では声優としての魅力も発揮した。
デビュー55周年を迎え、4月22日リリースのシングルCDに収
録の「未来への詩（うた）」が「ラジオ深夜便のうた」として4月、
5月に放送される。  http://www.tokiko.com

最新CD「あなたに捧げる歌」6枚組 全107曲
（ソニー・ミュージックダイレクト) 
近著 「運命の歌のジグソーパズル」加藤登紀子 著
（朝日新聞出版）     


